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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部分（２）を含む混合水栓であって、前記本体部分上には回転自在スイベル蛇口（
４）が取り付けられ、前記本体部分（２）内には冷水の供給を調節する回転弁棒（６）お
よび温水の供給を調節する回転弁棒（６）が取り付けられている混合水栓において、
　回転弁棒（６）は、本体部分（２）の側面に配置されたスライド（１０）に係合する突
出アーム（８）を備え、
　突出部材（１２）が本体部分（２）上に設けられ、
　スライド（１０）は前記突出部材上を移動でき、
　スリーブ（１４）が突出部材（１２）の端部に設けられ、
　スライド（１０）に接続された棒（１１）は前記スリーブ（１４）内を移動できること
を特徴とする、混合水栓。
【請求項２】
　本体部分（２）内に、弁棒（６）を挿入するように下方に開いた空洞を備え、
　その後、底部（２０）を固定することができ、前記底部は冷水および温水をそれぞれ供
給可能にすることを特徴とする、請求項１に記載の混合水栓。
【請求項３】
　本体部分（２）内の弁棒（６）およびこれに嵌合する空洞は、前記弁棒（６）を、前記
空洞に対して特定の角度位置にあるときだけ挿入できるように構成されていることを特徴
とする、請求項２に記載の混合水栓。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は本体部分を含む混合水栓に関するものであり、上記本体部分上には回転自在ス
イベル蛇口が取り付けられ、上記本体部分内には冷水の供給を調節する回転弁棒および温
水の供給を調節する回転弁棒とが取り付けられている。
【背景技術】
【０００２】
　混合水栓は、冷水および温水の供給をそれぞれ調節するための回転弁棒を作動する回転
ハンドルを備えることで知られている。
【０００３】
　しかしながら、このような回転ハンドルはデザイン上の理由から避けるべきである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、冷水および温水の供給のそれぞれの調節を、スライドにより実行でき
る混合水栓を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の新規の特徴は、混合水栓の本体部分の側面に配置されたスライドに係合する突
出アームを備える各回転弁棒に見られ、この突出部材は本体部分上に設けられ、スライド
は上記突出部材上を移動でき、さらに突出部材の端部にはスリーブを設けて、スライドに
接続された棒が上記スリーブ内で移動できるようになっている。
【０００６】
　結果として、平坦な外観のスライドを備える混合水栓が得られる。これに加えて、各ス
ライドは前後への移動の間、抜け出る（ｗｒｉｇｇｌｅ）ことを確実に防止される。さら
に、身体障害者に最適の混合水栓が得られる。
【０００７】
　本発明を、図面を参照して以下に詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１に示す本発明による混合水栓は、本体部分２と上記本体部分２上に取り付けられた
回転自在スイベル蛇口４とを含む。図４および図５に示す通り、回転弁棒６は本体部分２
内に取り付けられ、上記弁棒は冷水の供給を調節し、さらに弁棒は温水の供給を調節する
ように構成されている。図１に示す平坦な外観を達成するために、各弁棒６は、図５に示
す突出アーム８を備える。弁棒６は本体部分２の側面開口を貫通して突き出て、上記本体
部分２の側面上で移動でき、上記本体部分２の平坦な上面と面一のスライド１０に係合す
る。各スライド１０には細長い開口が設けられ、突出部材１２は、本体部分２に固定され
、スライド１０の上記細長い開口を貫通して突き出ることにより、上記スライド１０が前
後に移動できるようになっている。突出部材１２の端部には拡大部分が見られ、上記拡大
部分はスリーブ形状１４であり、このスリーブにより、スライド１０に固定された棒１２
はスリーブ内で移動可能になり、スライド１０が抜け出ることを防止する。スライド１０
と同様に、突出部材１２は真鍮製であるのが望ましい。
【０００９】
　スライド１０はスライド機構を覆うカバー構造体により囲まれている。なお、スライド
機構は他の方法、例えばラック作動機構または連接棒機構でも構成できることに留意され
たい。
【００１０】
　突出部材１２は本体部分２内の座ぐり部分のねじ１６により、本体部分２に固定される
。この座ぐり部分はカバー部材により覆われている。
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【００１１】
　さらに本体部分２には、弁棒６を挿入できる（好ましくは、底部から）空洞が設けられ
、その結果、図４および５に示す通り、本体部分２の座ぐり部分内に示す貫通ねじ２６に
より底部分２０をその上にねじ止めできる。さらに、突出アーム８は弁棒６の上部分の上
にねじ止めでき、上記突出アーム８は本体部分２の側面開口を貫通して突き出し、移動ス
ライド１０の溝穴に係合する。さらに、弁棒６の構成は、弁棒が本体部分２の空洞に対し
て特定の角度位置にあるときだけ挿入できるように、およびさらに、開いた位置から閉じ
た位置への変化が約９０°の回転だけを必要とするように構成される。本発明による混合
水栓の大きな利点は、通常の弁棒以外には何も必要としないことである。
【００１２】
　突出アーム８が本体部分２の座ぐり部分内のねじにより、弁棒６に固定されると、自在
蛇口４は下方に移動し、本体部分２の座ぐり部分の中心開口２８内に入る。自在蛇口は、
蛇口が抜け出ることのできない下方の開口２８内にまで移動する。自在蛇口４は周辺溝２
３を含み、その結果、自在蛇口は挿入された固定ねじ２２により上記溝２３内に保持され
ると同時に、回転可能に構成される。円形カバー部材２４は自在蛇口４に固定され、上記
カバー部材２４は本体部分２の座ぐり部分の比較的大きい開口、したがってすべての固定
ねじを覆う。カバー部材２４は自在蛇口４と一緒に回転し、耐久性プラスチックガスケッ
トによりシールされる。
【００１３】
　図３は本体部分２に挿入された自在蛇口４の部分のいくつかの側面開口２９を示す。こ
れらの側面開口２９は自在タップ４を囲む周辺空洞と連通し、さらに上記空洞は弁棒の出
口開口と連通する。
【００１４】
　混合水栓全体は、例えば、底部のベンチスクリューによりテーブル上面に固定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明による混合水栓を示し、上記混合水栓は自在蛇口を有する本体部分と、上
記本体部分の両側の調節スライドとを含む。
【図２】図１の混合水栓の断面図であり、回転自在蛇口をどのように本体部分に取り付け
ているかを示す図である。
【図３】図１の混合水栓を示しており、いくつかの部品を取り除くことによる断面図であ
り、冷水または温水のいずれかの供給を調節する、本体部分の回転弁棒の１つを示してい
る。
【図４】図１の混合水栓の断面正面図である。
【図５】図１の混合水栓の平面図であり、自在蛇口は取り外されている図である。
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